
長沼町総合振興計画審議会 産業部会（第２回）議事概要 

１．開催日時：令和２年１１月３０日（月）10:00～10:20 

２．開催場所：長沼町役場 ３階第１会議室       

３．出席者 

＜審議会委員＞ 

森下部会長、池内委員、石川委員、伊藤委員、橋本委員、森委員 

＜長沼町役場＞ 

総務財政課～宇野課長、山村係長 

産業振興課～柏課長、岩崎補佐、武田補佐 

都市整備課～安達課長、別所理事  

政策推進課～駒谷課長、佐藤企画官、和田係長 

４．内 容 

 ・第１回産業部会で出された協議内容について担当課から回答。その後全体について再

度意見を確認。 

５．意見、質問等 

【第１回産業部会協議内容について】 

（事務局） 

 ・第１回産業部会で出された意見４点について、担当課より回答する。１点目にグリー

ン・ツーリズムの受け入れ農家が高齢化してきており、戸数も減少している。対策が

必要ではないかという意見があり、計画にもう少し詳しく盛り込めるか検討するとし

ていたが担当課から回答をお願いしたい。 

（産業振興課） 

・新型コロナウイルス感染症が収束するまでは、日帰りの農業体験としてファームビジ 

ットを積極的に行っていく。民泊受入農家の９割は、ファームビジットに賛成してい 

る。また、宿泊を伴わないファームビジットであればやってみたいという農家の声も 

あるので、受入農家戸数も増えると見込んでいる。新型コロナウイルス感染症の収束 

が見通せないので、施策の内容は現状のままとしたい。 

（事務局） 

 ・２点目にボールパーク、道央圏連絡道路、道の駅のホテルの関係についてもう少し盛

り込めるか検討してほしい。また、企業誘致の関係も現段階で盛り込めるようなもの

があれば検討してみてはどうかという意見があったが、回答をお願いしたい。 

（産業振興課） 

 ・９１ページの施策の内容に『令和４年春にオープン予定である「道の駅隣接のホテル」

と「ながぬま温泉」を滞在型観光拠点として、民間資金を活用した中での関連施設整

備や体験メニュー整備を進めます。』と追記したい。また、『観光客の増加を図るため、

さっぽろ連携中枢都市圏での広域連携による PR活動を推進します。』の記載部分を『観



光客の増加を図るため、さっぽろ連携中枢都市圏やボールパークを絡めた広域連携に

よる PR活動を推進します。』とし、ボールパークの文言を追加したい。 

（事務局） 

 ・３点目に農福連携への興味はあるか、人手不足もあるかと思うので事業として考えて

みては、陽風学園もあるので取組みやすい部分もあると思うという意見があり、盛り

込めるか検討するとしていたが回答をお願いしたい。 

（産業振興課） 

・農業の労働力不足については、補助事業活用による機械の省力化等で引き続き支援し

ているところ。農協で今年度から事業展開予定であった労働力確保のためのアプリを

使った支援ツールについても側面的支援を実施している。農業者の労働力確保におけ

る課題と、障がい者の雇用確保・社会貢献等の課題について、相乗的に解決出来るよ

う、まずは現状と課題を把握するべく、福祉部署との情報共有強化を図っていきたい。

今はまだ現状把握の段階で、計画への掲載には少し早いと考える。 

（事務局） 

 ・４点目に商店街の空き店舗対策について盛り込めるか検討するとしていたが、回答を

お願いしたい。 

（産業振興課） 

 ・89ページの施策の内容での記載のとおり、中心市街地活性化基本計画の委員会の中で

検討するということで進めたい。 

（審議会委員） 

 ・担当課からの回答について追加の意見等なし。 

【第６期長沼町総合振興計画（案）に対する意見について】 

（審議会委員） 

 ・全体について追加の意見等なし。 

６．総 括 

 ・第６期長沼町総合振興計画（案）について、担当課から説明のあったとおり計画を修

正することを、部会としての意見とする。 

 ・本会（第 2 回部会）を以て、産業部会の検討を終了する。 


